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新
中
学
校
開
校
に
向
け
た
準
備
状
況

市
長
の

悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
長　
石
田
正
人

　
師
走
に
な
り
、
庭
の
植
木
や
家
屋
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
灯

で
彩
ら
れ
る
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
見
慣
れ
た

ふ
る
さ
と
の
景
色
も
、
こ
の
季
節
に
は
少
し
違
っ
て
見
え
ま
す
。

降
り
積
も
っ
た
雪
に
灯
り
が
反
射
す
る
幻
想
的
な
風
景
は
、
ふ
る

さ
と
飯
山
そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
然
が
お
り
な
す
素
晴
ら
し
さ
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
今
年
は
「
政
権
交
代
」
と
い
う
大
き
な
胎
動
が
発
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
み
出
さ
れ
る
政
策
は
決
し
て
夢
物
語
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
、
そ
ん
な
事
を
思
う
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
。
子
供
た
ち
は

流
行
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
戦
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
届
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
問
題
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
人
口
の
抑
制
で
「
一

人
っ
子
政
策
」
を
行
う
中
国
で
も
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
先
日
私
が
中
国
を
訪
問
し
た
と
き
に
は
、「
農
村
部
で

は
子
供
や
若
者
が
い
な
く
な
り
、
食
料
の
自
給
率
も
低
下
し
、
将

来
が
と
て
も
心
配
だ
」
と
中
国
の
要
人
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
供
を
育
て
る
環
境
は
自
然
の
営
み
が
感
じ
ら
れ
る
農
村
こ
そ
最

適
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
人
間
性
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
農
村
は
良
い
心
を
育
て
上
げ
る
基
と
な
っ

て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
悠
久
の
ふ
る
さ
と
を
作
り
上
げ
、
支
え
て
い

た
だ
い
た
お
年
寄
り
に
は
、
今
度
は
私
た
ち
が
支
え
る
こ
と
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
へ
の
恩
返
し
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
先
人
か
ら

授
か
っ
た
『
悠
久
の
ふ
る
さ
と
』
と
い
う
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

お
返
し
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
の
心
に
夢
を
、
そ
し
て
お
年

寄
り
に
安
心
安
全
と
い
う
『
心
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
を

贈
り
た
い
も
の
で
す
。

来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
２
校
の
校
章
が
決
定
！

　
市
内
の
３
中
学
校
が
統
合
し
来
年
４
月
に
開
校
す
る
城
南
中
学
校

と
城
北
中
学
校
。
開
校
に
向
け
て
は
、
昨
年
３
月
に
作
ら
れ
た
「
飯

山
市
中
学
校
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
飯
山
市
新
中
学
校
統
合
推

進
委
員
会
で
検
討
・
討
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
い
よ
い
よ
間
近
に
迫
っ
た
新
中
学
校
の
開
校
に
向
け
た

準
備
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
中
学
校
の
校
章
が
決
定

　

新
中
学
校
２
校
の
新
し
い
校

章
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

校
章
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

今
年
６
月
に
中
学
校
生
徒
に
作

品
を
募
集
し
、
寄
せ
ら
れ
た
案

か
ら
中
学
校
の
美
術
科
の
先
生

も
交
え
「
校
章
選
定
委
員
会
」

で
デ
ザ
イ
ン
化
。
統
合
推
進
委

員
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
、
上

に
示
し
た
校
章
を
新
し
い
も
の

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

制
服
・
通
学
カ
バ
ン
等
も

　

校
章
の
ほ
か
、
制
服
・
通

学
カ
バ
ン
・
体
育
着
等
も
決
定

（
仮
称
）「
い
い
や
ま
観
光
局
」
設
立
に
向
け
て

市
観
光
協
会
が
振
興
公
社
業
務
を
統
合

△決定した新中学校の校章・校旗。配色は、城南中学校が大空・千曲川の流れを表す「青
色」、城北中学校が山・木々・森の豊かさを表す「緑色」を基調としています。

千
曲
川
」
の
運
営
業
務
な
ど
を

引
き
継
ぎ
、
土
産
品
の
開
発
・

販
売
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の

販
路
開
拓
な
ど
、
一
体
的
な
観

光
誘
客
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。

　

ま
た
来
年
４
月
に
新
組
織

（
仮
称
）「
い
い
や
ま
観
光
局
」

を
設
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

今
後
、
市
観
光
協
会
で
設
立
に

向
け
た
協
議
・
準
備
を
行
う
予

定
。
新
組
織
で
は
観
光
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
農
業
・
商
店
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
他
産
業
の

　
一
般
社
団
法
人
飯
山
市
観
光

協
会
は
、
湯
滝
温
泉
な
ど
の
施

設
を
運
営
し
地
域
の
振
興
を
行

う
財
団
法
人
飯
山
市
振
興
公
社

の
業
務
を
統
合
し
て
、
よ
り
強

力
な
観
光
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
益
法
人
制
度
の

見
直
し
に
あ
わ
せ
、
平
成
26
年

度
末
の
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開

業
を
前
に
更
な
る
観
光
誘
客
力

の
増
強
を
図
る
た
め
に
行
う
も

の
。
振
興
公
社
が
行
う
湯
滝
温

泉
、森
の
家
、道
の
駅
「
花
の
駅・

さ
れ
て
お
り
、
制
服
は
男
子
が

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
黒
色
の
つ

め
え
り
、
女
子
は
紺
色
の
ブ
レ

ザ
ー
タ
イ
プ
（
リ
ボ
ン
の
色
・

校
章
バ
ッ
チ
で
２
校
を
区
別
）

が
採
用
さ
れ
ま
す
。

　校章は2校とも同じデザインを採用し、校名と配
色で区別されます。校章デザインは、生徒の応募が
多かった「ユキツバキ」「羽根ペン」「山」「いい山」
を組み合わせデザイン化。飯山市の象徴となる「ユ
キツバキ」を中心にすえ、「羽根ペン」を中学校の“中”
の文字として組み合わせた校章としました。
　また校章の下部に「城南」「城北」の文字をリボ
ン状にあしらいました。

校章デザインの概要

△女子の制服は
ブレザータイプ
に。

校
舎
の
改
築
も
進
行
中

　

城
南
中
学
校
校
舎
と
し
て
使

わ
れ
る
第
一
中
学
校
で
は
、
統

合
に
よ
り
ク
ラ
ス
が
増
え
る
こ

と
に
伴
い
、
教
室
の
増
築
工
事

や
第
２
体
育
館
の
建
設
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
城
北

中
学
校
校
舎
と
し
て
使
わ
れ
る

旧
照
丘
高
校
で
は
、
高
校
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
施
設
を
中
学

校
用
に
改
修
す
る
工
事
や
、
廊

下
の
木
質
化
工
事
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

開
校
ま
で
あ
と
わ
ず
か

　

こ
の
ほ
か
、
通
学
路
の
道
路

工
事
や
外
灯
設
置
、
校
歌
の
作

成
な
ど
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で

新
中
学
校
の
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

開
校
ま
で
あ
と
３
ヶ
月
あ
ま

り
。
何
よ
り
主
役
で
あ
る
生
徒

の
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
新
し

い
学
校
で
勉
強
を
始
め
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

△現在の第一中学校校舎西側
に増築工事中の新しい教室。

△旧照丘高校校舎では廊下の木
質化工事を実施。より「温もり」
のある校舎に生まれ変わります。

関
係
者
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
裾
野
を
広
げ
た
観
光
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
業
務
統
合
に
あ
た
り
、

飯
山
市
振
興
公
社
は
平
成
22

年
１
月
１
日
に
解
散
、
事
業
を

飯
山
市
観
光
協
会
に
引
き
継
ぎ

ま
す
。

△道の駅「花の駅・千曲川」

　市では市民の皆さんの健康増進と、飯山市の大切な
産業であるスキー場の振興を図るため、毎年、市内のスキ
ー場共通の市民・小中学生リフト１日券引換券をお配りして
います。ぜひご家族でスキー場にお出かけください。

　１２月に各区長さんを通じ、一戸あたり２枚綴りの引
換券を全戸配布しました。１枚につき１０００円でリフ
ト１日券と引き換えることができます。

　各小中学校を通じて児童・生徒の皆さんに５枚綴り
の引換券を配布しました。１枚につき5００円でリフト
１日券と引き換えることができます。

●斑尾高原スキー場
※小学生以下のリフト料金無料
●斑尾高原サンパティックスキー場
●戸狩温泉スキー場
※未就学児はリフト料金無料、毎月第３
日曜日は小学生以下のリフト料金無料
●北竜温泉ファミリースキー場
※１月～３月の第３日曜日は小学生以下のリフト料金無料

（市民リフト１日券に関するお問い合わせ）
　観光課観光係　　☎６２－３１１１　内線232

今年も思いっきりスキー・スノーボードを楽しもう！

市民リフト１日券を配布しました

市民リフト１日券引換券

小中学生リフト１日券引換券

引換券が利用可能な市内のスキー場


